
取扱説明書

貼り方

● 本品はNintendo Switch専用です。他の機器には使用しないでください。
● 本品を貼る際に、液晶画面を強く押さないよう注意してください。
● 用途以外にはご使用にならないでください。
● アルコール類や硬い布で画面を拭かないでください。
● 本品単体または、本品を貼り付けた状態で熱い所、湿気の多い所、直射日光のあたる場所で保管しないでください。

ほんぴん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　せん よう　　　　　　た　　　 き　き　　　　　　し　よう　

ほんぴん     　は        さい           えきしょうが めん　　　つよ        お                               ちゅうい　　　　　　　　　　　　　　　

 よう  と  い がい                    し よう

                                 るい       かた      ぬの         が  めん        ふ

ほんぴんたんたい　　　　　　　　ほんぴん　　　は　　　つ　　　　　じょうたい　　あつ　　ところ 　しっ　け　　　おお　　ところ　ちょくしゃにっこう　　　　　　　　　　ば　しょ　　　ほ　かん

● 本品を火気のある所に近づけないでください。
 　 ほんぴん         か    き                   ところ      ちか

● 粘着面を手で触ったり、汚さないようにしてください。
● 乳幼児の手の届かない所に保管してください。

　ねんちゃくめん         て         さわ                      よご

 にゅうよう   じ         て         とど                   ところ       ほ  かん

保護者の方へ　必ずお読みください
ほ　ご   しゃ　　 かた　　　　かなら　　　　よ

ご注意
ちゅう　 い

1 「①タブ」がついた保護シートをはがす。

位置を合わせ固定します。

スピーカー穴をふさがないように、位置合わせをしてください。

準備 ※クリーニングクロスやフィルム本体にホコリが付いている場合は、必ず落としてください。
※フィルムの端や溝、段差のある部分を繰り返し拭かないでください。
※ホコリの多い場所では貼らないでください。
※揮発油、アルコール類は使用しないでください。
※強い力で拭かず、軽く丁寧に拭いてください。

付属のクリーニングクロスで、汚れを取り除いてください。

®

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、本品を安全にご使用ください。

お読みになったあとは、いつでも見られるように、大切に保管してください。
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  ご使用状況や環境によってフィルムが浮いてくる場合があります。
  →フィルムを指で軽くなじませるか、一度はがしてから再度貼りなおしてください。

※フィルムの粘着面を触ったり、強くこすったりしないでください。

フィルムの粘着面にホコリが付いた場合は、
セロハンテープで取り除いてください。空気や
ホコリが入ったまま使用すると誤動作の原因と
なります。

大きなホコリが原因で空気が入った場合

気泡

ホコリ

セロハンテープ

はがし方

2.上に持ち上げる

1.軽く横に引っ張りながら

セロハンテープは隙間なく貼り、
軽く横に引っ張りながら上に
持ち上げて、ゆっくりはがして
ください。

※爪などでひっかかないでください。

セロハンテープ

フィルムの端とセロハンテープをよくなじませて密着させてください。

フィルム
Nintendo Switch本体

セロハンテープが
浮いている

×

しっかり端まで
密着させる

○

本体を修理に出す前に
本品を貼ったNintendo Switch本体を修理に出す場合は、本品をきれいにはがして保管してください。
はがしたフィルムは大切に保管してください。
※熱い所、湿気やホコリの多い所、直射日光のあたる場所に保管しないでください。

※空気を抜く際は強い力で押し付けず、軽く丁寧に押し出してください。
※ホコリが混入した場合は空気がなくなりませんのでご注意ください。
　→その場合は“はがし方”と“大きなホコリが原因で空気が入った場合”をご参照ください。

液晶画面中央から外側へ放射状に付属のクリーニングクロスなどを用いて軽く丁寧に空気を
抜いてください。

空気の抜き方

「②タブ」がついた保護シートをはがし、
貼り付けます。
位置をずらさないように指を添えながら保護シートをはがします。
※上記①～②の貼り付けがうまくできず、また、貼り付け直後で空気が
　残っている場合は、下記の「空気の抜き方」を参考に空気を抜いてください。
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